
学校運営協議会議事録 

 

令和４年度第２回学校運営協議会 

住  所  盛岡市羽場 18-11-1 

学  校  岩手県立盛岡工業高等学校 

校  長  佐々木 光 男 

電  話  019-638-3141 

 

１ 会議の名称 

  令和４年度第２回学校運営協議会 

 

２ 会議の日時 

  令和４年 10月 21日（金）14：45～15：30 

 

３ 会議の場所 

  盛岡工業高等学校 百年館 

 

４ 出席者の氏名 

池   浩 之 岩手県工業技術センター 理事 

佐々木 秀 一 盛岡市立飯岡中学校 校長 

小山田 正 敏 本校同窓会 幹事 

         

佐々木 光 男 校 長 

  水 野 扶佐史 副校長 

  千 葉 靖 久 副校長 

  尾 形 祐 一 定時制副校長 

  鶴 田 和 久 事務長 

  阿 部 正 孝 総務主任 

 

【欠席者】 

清 水 健 司 岩手県立産業技術短期大学校 校長 

浅 沼 清 一 エスペロの会 会長 ［ＪＡ岩手中央代表理事組合長］ 

野 田 純 孝 株式会社ミクニ盛岡事業所 所長 

田 屋 千 穂 元本校ＰＴＡ３学年委員長 

 

  坂 川 章 浩 教務主任 

 

５ 会議の次第 

(1) 開会 

(2) 校長挨拶 

(3) 協議 

  ア 令和４度前期反省事項等について 

  イ 高校魅力化・特色化の取組について 

  ウ 委員からの提言等 

  エ その他 

 (4) 閉会 



 

６ 会議の概要（協議内容） 

(1) 校長挨拶 

  ４月当初 668名でスタートしたが、６名進路変更した。例年より多い人数である。 

  定員割れしており、学力が低い生徒や、中学時代不登校など支援が必要な生徒もいる。また、入学

後にミスマッチと感じることもあるようだ。 

  盛岡工業で学んだ工業技術を、地域に役立てる人材の育成を目標にしている。進路の内定状況は例

年どおりである。 

  残り半年、意見をもらいながら進めていきたい。 

   

(3) 協議（議長は池副会長が務める） 

 

ア 令和４年度前期反省事項等について 

 

 全日制千葉副校長と定時制尾形副校長が中間反省会の内容について説明を行った。 

 

中間反省会要旨 

【全日制】 

・ 生徒指導部関係では、問題行動により指導した事案が 7件あった。内容はＳＮＳ、スマートフォ   

 ン（以下 スマホ）の利用に関する問題や、バイク免許の無断取得である。また、交通事故が 14 

 件発生しており、自転車の自損事故が多い。 

・ 図書部関係では、読書感想文の提出状況が悪く、対策が必要である。 

・ １学年では、特定の生徒に欠席や遅刻が多い。整容指導に従わない生徒や整理整頓ができない生 

 徒もいる。 

・ 就職希望者については、140件の受験のべ数に対し、内定 122件、不合格 11件、結果待ち及び未 

 定７件である。県内企業への受験割合は 59.3％である。 

【定時制】 

・ 近隣中学 27校に訪問し、不登校や定時制や通信制の希望者の確認と、本校定時制の説明を行って 

 いる。関心がある生徒、保護者、教員に対し、12月 1日に定時制独自の学校説明会を行う。新入生 

 10名を目標に取り組んでいる。 

・ 部活動が例年になく活発で、全国大会に陸上競技と卓球の２競技が出場した。また、新人戦には 

 卓球とバドミントンが出場した。 

・ 生徒生活発表大会が集合開催で実施され、本校が会場担当校になった。 

・ ３年で卒業する生徒が３名いる。就職希望者２名は内定し、進学希望者が今後受験する。 

 

イ 高校魅力化・特色化の取組について 

 

 全日制水野副校長、定時制尾形副校長がそれぞれ説明を行った。 

【全日制】 

・ 定員充足率が低下しており、工業高校の魅力をアピールし、情報を発信していく目的で「盛工匠 

 祭」をイオンモール盛岡の協力のもと開催した。２日間で 2603人が来場した。 

・ イオンモールの従業員の目線で、お客様を迎えるという経験は、ものづくりを行う生徒にとって 

 プラスに働くと考える。工業科各科の生徒が、関連企業、同窓会の協力を得ながら接客に当たった。 

・ 来場者のアンケートは、5段階で平均 4.7点と好評であった。 

・ ３年生の進路活動と時期が重なり苦労した面もあったので、今後は開催時期を検討する。 

【定時制】 

・ 定時制の様子を知らせる「蛍光燈通信」は８号まで発行している。 



・ 特色化・魅力化ビジョンのポンチ絵を改定した。写真を増やしイメージしやすい内容にして、中 

 学校訪問や学校説明会などで活用している。 

 

ウ 委員からの提言等 

 

【委員】（小山田） 

  生徒部の中間反省において、交通事故 14件のうち、1学年が９件と多い。また、４・５月に事故 

 が多く、今後も継続して指導して欲しい。 

 

【委員】（佐々木） 

  中学生は自転車の乗り方に習熟しておらず、ブレーキを使わず足で停める生徒もいる。また、登 

 下校で保護者の送迎が多く、普段使いしていないため、高校入学後は自転車の運転が未熟である。 

   

【委員】（佐々木） 

  スマホの使い方が悪かった生徒には、どのような指導を行ったのか。 

 

【学校】（水野） 

  今年度から、スマホは生徒が自己管理しており、生徒会の取り決めで、使用する時間や場所を決 

 めたが、マナー違反などが見られた。指導として学校で預かり、保護者へ連絡をした。学校の授業 

 でもスマホを利用するようになったが、今後もマナー指導を継続したい。 

 

【委員】（佐々木） 

  スマホの使用違反や、バイクに関する指導に対し、保護者は納得しているのか。 

 

【学校】（水野） 

  入学時に、バイクやスマホの利用について周知しており、保護者も理解している。 

 

【委員】（池） 

  日曜日に盛工匠祭に参加した。沢山のお客さんがつめかけていた。盛工の内容、企業との連携に 

 ついても理解できた。盛工祭にも関心があるのではないだろうか。 

 

【学校】（水野） 

  盛工祭は、在校生と中学生の同居家族に来場者を限定している。盛工匠祭は不特定多数向けのイ 

 ベントだった。10時から 12時と 13時から 15時に、客足が増えた。時間や日程の組み方に反省は 

 あるが、当初の目的は達成できたと思う。 

 

【委員】（小山田） 

  土木科と工業化学科が屋外で実施していた。重機の体験やハンドクリームづくりなど、企 

 業に協力していただけるのはありがたい。 

 

【委員】（佐々木） 

  反省事項の、生徒・職員の服装とは、どんなことか。 

 

【学校】（水野） 

  スーツと制服だと黒づくめで、入りにくいとの意見があった。生徒会の代表生徒はスクールカラ 

 ーである紫色の法被を着ていた。来年は法被をそろえるなど、入りやすい環境づくりも必要と考え 

 る。 



 

エ その他 

【委員】（小山田） 

  ５校時に、課題研究の授業を見学したが、質問に対してすぐに答えてくれた。 

 

【委員】（池） 

  いきいきと説明できていた。これからも御指導をお願いしたい。 

 

連絡事項 

【学校】（千葉） 

  ３回目の会議の日程は２月を予定している。 

 

【校長】 

  次回は学校評価をふまえて会議を開きたい。全員が参加できる日程を調整したい。 

 

７ 議決事項 

  (1) 学校運営の中間経過について報告を行った。  

  (2) 次回３回目の運営協議会は、学校評価アンケートの結果について意見をいただく。 

(3) 第３回運営協議会は、委員の予定を確認し２月に実施する。 

   

８ 会議のまとめ 

(1) 全日制５校時の課題研究の授業を見学していただいた。真剣に取り組む姿や、質問にしっかりと 

 答える生徒に感心していただけた。 

(2) 中間反省会の内容で、後半に向けた反省事項を中心に説明した。 

(3) 学校魅力化の取組として「盛工匠祭」について説明した。 

(4) 次回は２月に開催する。 

 

 

 


